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第４章 ロシア・ウクライナ 

―侵攻の長期化と世界食料需給への影響― 
 

長友 謙治  
 
１．はじめに 
 

2022 年 2 月 24 日にロシアがウクライナ侵攻を開始してから 1 年以上が経過した。いず

れも世界有数の穀物等の輸出国であるロシアとウクライナの戦争は，世界の食料需給に大

きな影響を与えることが懸念され，侵攻開始直後の 2022 年 3 月には FAO の食料価格指数

が史上最高に跳ね上がった。その後，ウクライナの港からの穀物輸出が再開され，ロシア

の 2022 年産穀物が史上最高の豊作となるなどしたことから，供給不足懸念はひとまず退

き，FAO 食料価格指数は，歴史的に見れば依然高いものの，侵攻前の水準に戻っている。 
世界の食料市場においては，ここ 30 年ほどの間に新興国が需給両面で大きな役割を担

うようになってきたが，ロシアのウクライナ侵攻に伴う混乱は，こうした構造に潜むリス

クを明らかにした。ロシアとウクライナの戦争は長期化しており，今後の事態の推移は予

断を許さない。今年度のカントリーレポートにおいては，表題を例年の「ロシア」から「ロ

シア・ウクライナ」に改め，ロシアを中心としつつも，ウクライナについてできるだけ情

報を提供するよう努めた（本稿は 2023 年 3 月末までに入手した情報をもとに記述した）。 

 
２．2022 年のロシア経済 

 
（１）マクロ経済 

 
１）マイナス成長への落ち込みと不透明な今後の見通し 

ロシアの実質 GDP 成長率は，コロナ禍の影響で 2020 年第 2 四半期から 2021 年第 1 四

半期までマイナス成長が続き，同年第 2 四半期以降プラス成長に戻った。通年の成長率は，

2020 年－2.7％，2021 年 5.6％だった。2022 年は，第 1 四半期は 3.5％のプラス成長だっ

たが，2 月 24 日にロシアがウクライナ侵攻を開始した後，経済制裁の影響などから，第 2
四半期は－4.1％，第 3 四半期は－3.7％のマイナス成長となった。2022 年通年の成長率は

－2.1％だった（第１表）。 

第１表 ロシアの実質 GDP 成長率の推移 
（単位：％） 

対前年 2020 年 2021 年 2022 年 
▲ 2.7 5.6 ▲ 2.1 

対前年
四半期 

第 1 第 2 第 3 第 4 第 1 第 2 第 3 第 4 第 1 第 2 第 3 第 4 
1.5 ▲ 7.4 ▲ 3.3 ▲ 1.3 ▲ 0.3 10.5 4.0 5.0 3.5 ▲ 4.1 ▲ 3.7   

資料：ロシア連邦統計庁ウェブサイトから筆者作成。 
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2022 年各四半期の GDP を支出項目別に見ると，第 2 及び第 3 四半期には，物価上昇と

所得水準の低下に起因する家計消費の減少がマイナス成長の大きな要因となった。第２表

に示すとおり，2022 年には，消費者物価指数は年間を通じて前年同期を 10％以上上回る

水準に上昇し，実質可処分所得は第 1 四半期から第 3 四半期まで前年同期を下回る水準で

推移しており，これは後述するように畜産物の消費にも影響を与えた。 
 

第２表 ロシアの消費者物価指数と実質可処分所得の推移（四半期別） 
（対前年同期比 単位：％） 

  
2021 年 2022 年 

第 1 第 2 第 3 第 4 第 1 第 2 第 3 第 4 

消費者物価指数 
総合 105.55 106.02 106.85 108.31 111.54 116.94 114.36 112.18 
食品 107.44 107.28 108.11 110.77 113.54 119.50 115.57 111.15 

実質可処分所得 96.4 106.8 108.6 100.6 98.4 99.4 96.9 100.9  
資料：ロシア連邦統計庁ウェブサイトから筆者作成。 

 
２）大幅なプラス成長となった農業 

ロシア農業は，2012 年に干ばつ等による不作のためマイナス成長となった後，経済全体

がマイナス成長となった年も含めてプラス成長を維持してきた。2021 年には，穀物の収穫

量が豊作だった前年と比べて減少したことや家畜疾病の発生等により，9 年ぶりのマイナ

ス成長となったものの，2022 年には，経済全体が制裁の影響等によりマイナス成長に落ち

込む中で，農業については，穀物が史上最高の豊作となり，畜産部門も豚肉や家禽肉を中

心に生産が拡大したことから，8.3％の大幅なプラス成長となった（第３表）。 
 

第３表 ロシアの実質 GDP 成長率と農業の成長率 
  2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 
実質 GDP 成長率（%） 0.2 1.8 2.8 2.2 ▲ 2.7 5.6 ▲ 2.1 
農業成長率（%）*注 2.0 1.7 1.0 3.4 0.5 ▲ 1.3 8.3 
資料：ロシア連邦統計庁ウェブサイトから筆者作成。 

注.「農業成長率」は，耕種農業・畜産業・狩猟業・関連サービス業の総付加価値額の対前年増加率。 

 
（２）貿易 
ロシアの貿易は，石油・天然ガスを中心とする鉱物資源の輸出によって多額の貿易黒字

を獲得する構造であり，黒字額は主として原油輸出の動向によって変動する。2022 年に

は，ウクライナ侵攻に伴い西側諸国から経済制裁を受けたにもかかわらず，原油価格の上

昇等に伴う輸出額の増加を背景として，貿易黒字は 3,324 億ドル（対前年 67％増）に達し

た。 
他方，農水産物貿易については，ロシアは，穀物等の原料農産物を輸出する一方で食肉

や加工食品のような高付加価値品目を輸入する構造の下で，長年輸入超過を続けてきたが，

2014 年のウクライナ危機以後，ルーブルの対米ドル安の固定化や西側諸国を対象とした

食品輸入禁止措置の継続を背景として，穀物等の輸出の拡大や食肉の輸入国から輸出国へ

の転換などの変化が進んだ。そして，2021 年には，穀物等の国際価格の高騰も加わって，

ロシアの農水産物貿易は遂に 19.2 億ドルの黒字に転換し，2022 年には 55.5 億ドルと黒字

を拡大している（本項の貿易額の数値はロシア連邦税関庁ウェブサイト通関統計ページ）。 
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３．2022 年のロシアの農業生産・農産物貿易動向 

 

（１）2022 年の農業生産動向 

 

１）耕種農業 

ロシアの主な耕種作物の収穫量の推移は第４表に示すとおりである。2022 年は総じて

天候に恵まれ，特に穀物・豆類（以下単に「穀物」という）や油糧作物が史上最高の豊作

となった(1)。 
 

第４表 主要耕種作物の収穫量 
（単位：万トン，％） 

  

5 年平均値の推移 
直近 5 年

(2017-21) 
平均値 

2021 2022 
対直近 5
年平均値

変化率 

対前年

（2021）
変化率 

1986 
-1990 

1991 
-

1995 

1996 
-

2000 

2001 
-

2005 

2006 
-

2010 

2011 
-

2015 

2016 
-2020 

穀物・豆類 10,426  8,795  6,510  7,883  8,518  9,351  12,483  12,497  12,140  15,768  26.2 29.9 
 小麦 4,355  3,817  3,430  4,495  5,226  5,354  7,837  7,891  7,606  10,424  32.1 37.0 
 ライ麦 1,245  876  538  488  347  277  216  200  172  218  9.0 26.5 
 大麦 2,202  2,377  1,421  1,777  1,660  1,683  1,940  1,941  1,800  2,339  20.5 30.0 
 エン麦 1,258  1,050  655  561  494  483  470  450  378  453  0.6 20.0 
 トウモロコシ 330  184  141  215  420  1,023  1,361  1,361  1,524  1,585  16.5 4.0 
 その他穀物 593  238  192  174  217  307  309  288  277  293  1.6 5.8 
 豆類 443  254  132  174  155  224  349  367  384  456  24.4 18.8 

工芸作物                         
 テンサイ 3,318  2,166  1,402  1,853  2,712  4,088  4,671  4,469  4,120  4,887  9.4 18.6 
 油糧作物 － 380  381  526  798  1,254  1,926  2,098  2,485  2,908  38.6 17.0 
  ヒマワリ 312  310  333  451  631  884  1,259  1,352  1,566  1,636  21.0 4.5 
  大豆 65  47  31  48  87  199  389  422  476  600  42.3 26.0 
  ナタネ － 14  13  20  65  110  183  219  279  451  106.6 61.6 
  その他油糧 － 9  5  7  14  61  96  106  164  221  107.8 34.5 

馬鈴薯 3,588  3,681  3,183  2,836  2,576  2,525  2,165  2,075  1,796  1,881  ▲ 9.3 4.8 

野菜 1,117  1,023  1,051  1,123  1,168  1,289  1,369  1,366  1,303  1,353  ▲ 1.0 3.8 
資料：ロシア連邦統計庁ウェブサイト等から筆者作成。2021 年及び 2022 年の数値はロシア連邦統計庁（2023b）による。 
注（1）飼料作物（牧草等）については掲載を省略した。 
注（2）1986-1990 年は，「大麦」は春大麦のみ，ライ麦は冬ライ麦のみの数値であり，冬大麦，春ライ麦は「その他穀物」に含まれている。

1991 年以降は，「大麦」，「ライ麦」とも冬作・春作両方を含む数値となっている。 
注（3）油糧種子の数値は，2010 年までは乾燥調整前，2011 年以降は乾燥調整後。 

 
2022 年の穀物総収穫量は 1 億 5,768 万トンだった。2017 年（1 億 3,554 万トン）を上

回る史上最高の大豊作であり，前年比で 29.9％，直近 5 年（2017～21 年）平均値と比べ

て 26.2％の増収となった(2)。主要な穀物ごとに 2022 年の収穫量を見ると，小麦は 1 億 424
万トンに達し，前年比 37.0％増，直近 5 年平均比 32.1％増で史上最高だった。大麦は 2,339
万トンで，対前年比 30.0％，直近 5 年平均比 20.5％の増収，トウモロコシは 1,585 万トン

で，豊作だった対前年比では 4.0％，直近 5 年平均比では 16.5％の増収となった。 
工芸作物では，2022 年の油糧作物総収穫量は 2,908 万トンで史上最高だった。主要作物

別にも，ヒマワリ種子 1,636 万トン，大豆 600 万トン，ナタネ 451 万トンで，いずれも史
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上最高の収穫量となった。また，テンサイの収穫量は 4,887 万トンで，直近 5 年平均比

9.4％の増収だったが，馬鈴薯は収穫量 1,881 万トンで直近 5 年平均比▲9.3％の減収，野

菜は 1,353 万トンで同▲1.0％の減収だった。 
2022 年の穀物・油糧種子の豊作の要因を考察する前提として，主要作物の直近 5 年間

（2017～2021 年）平均と 2022 年の間の収穫量の変化と，これに対する播種面積と単収の

変化の寄与率を算出し，第５表に整理した。単収は播種面積ベースの数値である。 
 

第５表 2022年における主要作物の増減収要因 

  

直近 5 年平均値① 2022 年値② ②-① 収穫量変化への寄

与度（万トン） 
同寄与率（％） 

播種

面積

万 ha 

単収

トン

/ha 

収穫量

万トン 
播種

面積 単収 収穫量 
播種

面積 単収 
収穫

量 
播種面

積要因 

単収要

因 

播種面

積要因 

単収要

因 

穀物・豆類 
4,71

2  2.65  12,497  
4,75

1  3.32  15,768  39 0.67 
3,27

0 117 3,153 4 96 

うち小麦 2,83
1  

2.79  7,891  2,95
1  

3.53  10,424  121 0.74 2,53
3 

382 2,151 15 85 

  大麦 837  2.32  1,941  798  2.93  2,339  ▲39 0.61 398 ▲103 501 ▲26 126 
  トウモロコシ 277  4.90  1,361  285  5.56  1,585  8 0.65 225 41 184 18 82 

ヒマワリ 861  1.57  1,352  
1,01

2  1.62  1,636  151 0.05 284 241 43 85 15 

大豆 292  1.44  422  351  1.71  600  59 0.27 178 93 85 52 48 
ナタネ 146  1.50  219  234  1.93  451  88 0.43 233 151 82 65 35 
資料：ロシア連邦統計庁ウェブサイト，ロシア連邦統計庁（2023a）及び同（2023b）から筆者作成。 
注（1） 単収は，筆者が収穫量を播種面積で除して算出した値であり，ロシア連邦統計庁が公表する収穫面積ベースの単収とは数値が異なる。 

注（2）収穫量の変化に対する播種面積要因と単収要因の寄与度及び寄与率の計算においては，両要因の重複寄与分は両要因に 2 分の 1 ずつ配分

した。 

 
まず，穀物・豆類では，2022 年と直近 5 年間平均を比べると，収穫量は 3,270 万トン増

加している。このうち播種面積要因による部分が 117 万トン（寄与率 4％），単収要因に

よる部分が 3,153 万トン（寄与率 96％）であり，この間の収穫量増加のほとんどが単収の

増加によるものであったことがわかる。 
小麦については，この間の収穫量の増加は 2,533 万トンで，穀物・豆類全体の収穫量増

加の 77％を占めた。小麦の収穫量増加の内訳は，単収要因によるものが 2,151 万トン（寄

与率 85％），播種面積要因によるものが 382 万トン（寄与率 15％）であり，増産の要因

としては，単収の増加が大半を占めるが，播種面積の増加も少なからず寄与していた。大

麦については，播種面積は減少しており，これによる減収効果（▲103 万トン，寄与率▲

26％）があったものの，単収増加による増収効果（501 万トン，寄与率 126％）がそれを

上回り，差し引きで 398 万トン収穫量が増加した。 
2022 年のロシアの穀物単収増加の要因として真っ先に挙げられるのは天候が良好だっ

たことだが，これを生かして単収を十分伸ばすことができた理由としては，近年，穀物販

売の収益性が良好であることを背景として，生産者において機械装備の充実や肥料・農薬

の投入増加等の改善が進んでいたことがあったとみられる(3)。 
トウモロコシについては，ロシアの収穫期は例年 10 月～11 月で小麦（冬小麦 7～8 月，

春小麦 8～9 月）などよりも遅く，2022 年には主産地の中央黒土地域などで秋に長雨が続
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いたことから，収穫を順調に行えず取り残しなども懸念されたが，2022 年の収穫量の確定

値は直近 5 年間平均値比 225 万トン増となり，そのうち単収要因による増が 184 万トン

（寄与率 82％），播種面積要因による増が 41 万トン（寄与率 18％）だった。取り残しに

よる減収が大きければ播種面積ベース単収の低下が生じうるが，最終的にはそうならなか

った。冬期に入っても収穫が続けられた結果，相応の収穫量が確保されたとみられる。一

方，同様に収穫時期の遅い作物である油糧作物については，増収ではあったものの，単収

増加の寄与は小さかった。例えば，ヒマワリの場合，2022 年の収穫量の確定値は直近 5 年

間平均値比 284 万トン増で，そのうち単収要因による増が 43 万トン（寄与率 15％），播

種面積要因による増が 241 万トン（寄与率 85％）だった。トウモロコシと比べて秋の長雨

が収穫に与えた影響が大きかったのではないかと推測される。 
 

２）畜産業 
ロシアの畜産物生産量の推移は第６表に示すとおりである。2022 年の生産量は，食肉

（骨などの不可食部分を含む生体重）の総計 1,617 万トン，うち牛肉 278 万トン，豚肉 577
万トン，羊・山羊肉 45 万トン，家禽肉 704 万トンとなり，牛乳は 3,298 万トン，鶏卵は

461 億個であった。前年比では，牛肉（▲3.6％），羊・山羊肉（▲2.2％）が減少したもの

の，それ以外の品目は全て増加となり，特に豚肉（対前年 5.0％増）と家禽肉（同 4.4％増）

で増加率が大きかった(4)。 
 

第６表 ロシアの畜産物生産量 
  1990 1995 2000 2005 2010 2015 2018 2019 2020 2021 2022 

食肉計（万ト
ン） 

1,564  934  703  773  1,055  1,340  1,488  1,516  1,562  1,572  1,617  

 牛肉 733  478  333  320  303  282  280  283  284  288  278  
 豚肉 468  257  215  209  310  395  480  503  547  549  577  
 羊・山羊肉 88  59  31  34  41  45  48  47  46  46  45  
 家禽肉 255  126  112  197  388  604  667  671  672  675  704  
牛乳（万トン） 5,572  3,924  3,226  3,107  3,151  2,989  3,061  3,136  3,223  3,234  3,298  
鶏卵（億個） 475  338  341  371  408  425  449  449  449  449  461  
資料：1990-2021 年は EMISS，2022 年はロシア連邦統計庁（2023c）から筆者作成。 
注.食肉の生産量は生体重．「食肉計」には表中に列記した主要家畜以外の肉も含む。 

 
ロシアの畜産業は，1990 年代の劇的な縮小を経て，2000 年代後半以降本格的な回復過

程に入ったが，回復・拡大が進んだのは主に養鶏，養豚だった。その中でも，より早い時

期から回復・拡大が始まった養鶏では，家禽肉・鶏卵ともに 2017 年を境に増勢が鈍化あ

るいは停止していたが，2022 年は久々の大きな増加となった。養豚では，2006 年から 2020
年までの間，年平均 6.7％増のペースで豚肉生産量の拡大が続いてきたところ，2021 年は

アフリカ豚熱流行の影響で 0.3％増にとどまったが，2022 年は増勢を取り戻した。 
牛部門（酪農・牛肉生産）は，90 年代の縮小後長らく停滞していたが，最近緩やかなが

ら生産が回復してきた。牛乳の生産量は，2016 年の 2,979 万トンを底として回復に転じ，

2017 年から 2022 年まで毎年増加を続けている（2022 年は 2016 年比 10.7％増）。しか
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し，牛肉の生産量は，2017 年を底として 2018 年から 2021 年まで増加を続けたものの

（2021 年は 2017 年比 5.3％増），2022 年は増加を維持できなかった。 
第７表は各年末現在の家畜・家禽頭羽数の推移である。2022 年末の値は，牛 1,748 万頭

（うち雌牛 772 万頭），豚 2,770 万頭，羊・山羊 2,074 万頭，家禽 55,080 万羽だった。 
豚の頭数は 2004 年以降おおむね増加が続いてきた。2021 年には，頭数の増加率が対前

年 1.3％増，豚肉生産量の増加率が 0.3％増と鈍化し，肉の生産量の増加率が頭数の増加率

を下回った。当時のロシアの養豚はアフリカ豚熱流行からの回復途上にあって，まず豚の

飼養頭数の回復が先行して進む状況だったと考えられるが，2022 年には，豚頭数が前年比

5.8%増，豚肉生産量が同 5.0％増となっており，養豚全体が疾病の影響から抜け出して豚

肉の出荷が頭数の増加に追いついてきた状況とみられる。 
家禽の羽数は，2017 年をピークに頭打ちとなり，2020 年には鳥インフルエンザの流行

によって大きく減少した。その後 2021 年，2022 年と回復が進み，羽数は鳥インフルエン

ザの影響を受ける前の 2019 年の水準を超えた。 
牛の頭数は，一貫して減少傾向が続いており，2022 年においても，対前年で総頭数が▲

0.9％，雌牛の頭数が▲0.8％となった。牛乳生産量は 2017 年以降続く増加を維持したもの

の，牛肉生産量は 2018 年以降続いてきた増加が減少に転じている。 
2022 年に豚肉や家禽肉の生産が増加する一方で，牛肉の生産が減少した理由について，

ベーラヤ（2022）は，需要の側面から，同年にはロシア経済がウクライナ侵攻に対する経

済制裁の影響でマイナス成長となり，国民の所得水準が低下したことから，安価な豚肉や

家禽肉の需要が増加する一方で，高価な牛肉に対する需要が減少したことを指摘している。 
 

第７表 ロシアの家畜・家禽頭羽数 
（各年末現在，単位：万頭羽） 

  1990 1995 2000 2005 2010 2015 2018 2019 2020 2021 2022 
牛 5,704  3,970  2,752  2,163  1,979  1,862  1,815  1,813  1,803  1,765  1,748  
うち雌
牛 

2,056  1,744  1,274  952  871  812  794  796  790  778  772  

豚 3,831  2,263  1,582  1,381  1,725  2,141  2,373  2,516  2,585  2,619  2,770  
羊・山
羊 

5,819  2,803  1,496  1,858  2,173  2,461  2,313  2,262  2,166  2,096  2,074  

家禽 65,981  42,260  34,067  35,747  44,971  54,391  54,145  54,469  51,978  53,910  55,080  

資料：1990-2021 年はロシア連邦統計庁ウェブサイト，2022 年はロシア連邦統計庁（2023）から筆者作成。 

 
（２）農水産物貿易動向 
ロシアのウクライナ侵攻に伴い，ロシア連邦税関庁は 2022 年 2 月以降の詳細な通関統

計データの公表を停止しており，例年のように農林水産物の品目別貿易動向など詳細な分

析を行うことができないため(5)，今年度のレポートでは対象を穀物に絞り，ロシアの業界

誌記事(6)や米国農務省（USDA）の情報をもとに，その輸出動向を記述する。 
ロシアの穀物全体及び主要穀物別の輸出動向は第８表に示すとおりである。ロシアの穀

物輸出は，2012/13 年度に干ばつ等による不作のため低水準となったが，2013/14 年度以
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降は好調が続く穀物生産を反映して穀物輸出も好調を維持してきた。2017/18 年度の穀物

収穫量と輸出量はいずれも史上最高となり，輸出量は 5,319 万トンに達した。穀物輸出量

第 2 位は 2020/21 年度で，コロナ禍の下での物価高騰対策の一環として穀物輸出関税が導

入されたものの，2020 年の穀物収穫量がその時点で史上第 2 位だったことや国際価格の

上昇を背景に活発に輸出が行われた結果，穀物輸出量は総計 4,905 万トンとなった。 
2021/22 年度の穀物輸出は，2021 年 6 月から可変輸出関税制度（年度後半の 2022 年 2

月 15 日～6 月 30 日はこれに輸出数量枠を組み合わせた輸出関税割当制度）が適用され，

さらに 2022 年 3 月以降は，ウクライナ侵攻に対し欧米等の西側諸国が経済制裁措置を講

じる中で穀物輸出が続けられた。ロシアの通関統計が公開されている 2021 年 7 月から

2022 年 1 月までの輸出量は，穀物計 2,650 万トン，うち小麦 2,170 万トン，大麦 286 万

トン，トウモロコシ 158 万トンである。 
 

第８表 ロシアの穀物輸出（ロシア連邦税関庁） 

  
2016/17 年度 2017/18 年度 2018/19 年度 

数量（万トン） 構成比
（%） 数量 構成比 数量 構成比 

穀物計 3,593  100.0  5,319  100.0  4,349  100.0  
うち小麦 2,742  76.3  4,096  77.0  3,534  81.3  
 大麦 295  8.2  589  11.1  469  10.8  
 トウモロコシ 521  14.5  590  11.1  276  6.3  

  
2019/20 年度 2020/21 年度 2021/22 年度 

（2022 年 1 月まで） 
数量 構成比 数量 構成比 数量 構成比 

穀物計 4,275  100.0  4,905  100.0  2,650  100.0  
うち小麦 3,388  79.3  3,808  77.6  2,170  81.9  
 大麦 451  10.5  625  12.7  286  10.8  
 トウモロコシ 405  9.5  420  8.6  158  6.0  
資料：ロシア連邦税関庁「通関統計データベース」から筆者作成。2023 年 1 月 29 日アクセス。 
注．期間は市場年度（各年 7 月～翌年 6 月）．2021/22 年度の数値は 2022 年 1 月末まで。以後データの公表が停止され
た。 

 
その後，2021/22 年度通年の実績及び 2022/23 年度の推計については，米国農務省

（USDA）のデータで代替することとし，第９表に整理した(7)。USDA によれば，ロシア

の 2021/22 年度通年の穀物輸出量は，総計 4,068 万トン，うち小麦 3,300 万トン，大麦 330
万トン，トウモロコシ 400 万トンだった。2021 年のロシアの穀物収穫量は総計 1 億 2,140
万トンで，2019 年の 1 億 2,120 万トンとほぼ同程度だったが，2021/22 年度の輸出量は，

穀物計，小麦，大麦，トウモロコシとも 2019/20 年度を下回った。2021/22 年度には，可

変輸出関税制度の下で穀物の輸出価格の上昇を反映して輸出関税額が上昇したことに加

え，2022 年 2 月以降はウクライナ侵攻に対する経済制裁もあり，これらの影響で穀物輸

出がやや停滞したことは否めない。 
2022/23 年度のロシアの穀物輸出は，報道によれば，年度初めの 7 月から 9 月までは輸

出量が前年度を下回る水準だった模様である。穀物輸出そのものは西側諸国の対露経済制

裁の直接の対象とはなっていないが，ロシア側は，穀物輸出に関し，黒海海域に入域する
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貨物船の確保，貨物の保険契約締結，代金の決済等に支障が出ており，これらを「隠れた

制裁」と呼んでその除去を求めている。しかし，10 月以降は実態上輸出が加速し，2022/23
年度前半（2022 年 7 月～12 月）の穀物輸出量は前年度同期を上回り（クリスティコヴァ，

2022a；ガネンコ，2023）(8)，その後も前年度同期を上回るペースの輸出が続いている模

様である。とはいえ，史上最高の豊作の下で，国内に多くの在庫を抱えながら，年度内に

どこまで輸出を拡大できるのか，国内の穀物価格動向と絡んで注目される。 
 

第９表 ロシアの穀物輸出（USDA） 

  
2019/20 年度 2020/21 年度 2021/22 年度 2022/23 年度（推計） 

数量（万ト
ン） 

構成比
（%） 数量 構成比 数量 構成比 数量 構成比 

穀物計 4,324  100.0  4,964  100.0  4,068  100.0  5,234  100.0  
うち小麦 3,449  79.8  3,910  78.8  3,300  81.1  4,350  83.1  
 大麦 447  10.3  626  12.6  330  8.1  530  10.1  
 トウモロコ

シ 407  9.4  399  8.0  400  9.8  330  6.3  

資料：USDA, PSD online から筆者作成（データは 2023 年 3 月 28 日ダウンロード）。 
注．期間は市場年度（各年 7 月～翌年 6 月）． 

 
世界の小麦貿易に占めるロシアの地位を第 10 表に示した。USDA によれば，ロシアは

2018/19 年度～2021/22 年度の 4 か年度のうち 2019/20 年度以外は小麦輸出量世界第 1 位

となっており，2022/23 年度においても，経済制裁の影響下にもかかわらず，ロシアは世

界第 1 位になると見込まれている。一方，ウクライナは，輸出穀物としてはトウモロコシ

がメインであるが，小麦もそれに次ぐ輸出品目であり，例年世界第 5 位ないし第 6 位を占

めている。2022/23 年度の小麦輸出量（推計値）は 1,350 万トンと見込まれている。同年

度は全期間がロシアの侵攻下にあり，輸出量は直前 3 年度平均と比べ 29％の減少である

が，それでも小麦輸出国世界第 6 位を維持するとの予測である。 
 

第 10 表 世界の主要小麦輸出国 
（単位：万トン） 

  
2018/19 2019/20 2020/21 2021/22 2022/23（推計） 

世界計 17,62
1  世界計 19,397  世界計 20,33

3  世界計 20,28
7  世界計 21,39

3  
1 位 ロシア 3,586  EU 3,979  ロシア 3,910  ロシア 3,300  ロシア 4,350  
2 位 米国 2,550  ロシア 3,449  EU 2,974  EU 3,193  EU 3,700  
3 位 EU 2,469  米国 2,637  米国 2,705  豪州 2,751  豪州 2,850  
4 位 カナダ 2,443  カナダ 2,414  カナダ 2,643  米国 2,178  カナダ 2,500  
5 位 ウクライナ 1,602  ウクライナ 2,102  豪州 2,377  ウクライナ 1,884  米国 2,109  

参考         ウクライナ 
（6 位） 1,685      ウクライナ 

（6 位） 1,350  

資料：USDA, PSD online から筆者作成（データは 2023 年 3 月 28 日ダウンロード）。 
注．期間は市場年度（各年 7 月～翌年 6 月）。 

 
2022/23 年度（22 年 7 月～11 月）のロシアの小麦輸出先国トップ 10 は第 11 表のとお

りである。従来から，ロシア産小麦の最大の輸出先は中東・北アフリカ地域（2020/21 年

度のロシアの小麦総輸出量に占める同地域のシェアは 52％(9)）であり，国別にはトルコ，
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エジプト，イランが特に大きな輸入国だった。これは 2022/23 年度も変わっていない。新

しい傾向としては，サウジアラビアやアルジェリアの輸入が増えていることである。特に，

アルジェリアは，従来旧宗主国のフランスからの輸入が多かったが，今年度はロシアから

の輸入が増えている。こうした新しい動きもあるものの，全体として見れば，経済制裁の

下でロシアの穀物輸出先国の総数は減っており(10)，従来から結びつきの深い国との関係を

生かす形で輸出が行われているとみられる。 

 
第 11 表 ロシアの小麦輸出先トップ 10（7月-11 月） 

(単位：千トン) 
  2021/22 年度 2022/23 年度 
トルコ 3,664  3,611  
エジプト 2,761  3,129  
イラン 3,710  1,763  
サウジアラビア 662  1,255  
アルジェリア 88  782  
バングラデシュ 410  680  
リビア 164  668  
アゼルバイジャン 620  666  
スーダン 272  596  
イスラエル 297  548  
その他 4,335  5,430  
計 16,983  19,128  
資料：ガネンコ（2023）所掲のルスアグロトランス社データによるグラフを筆者

が表にしたもの。 

 
４．ロシアの農業政策・2022 年 4 月～2023 年 3 月の動き 

 

2022 年 4 月～2023 年 3 月においては，穀物，油糧種子等の輸出規制が継続された。本

節ではこれに対象を絞って主な動きを整理した。 
 

（１）穀物の輸出規制 
穀物の輸出規制については，2021 年 2 月に適用が始まった輸出関税が，内容の修正を

繰り返しながら継続されているが，2022 年には，穀物の史上最高の豊作が確実になり，国

内価格の低下が進むにつれて，国内の供給過剰を解消するため，輸出を促進する方向で制

度が見直されたほか，穀物の政府買入の拡充が行われた。以下，穀物輸出規制の経緯と措

置の内容について記述する。 
 
１）穀物の輸出関税制度 

ロシアは，小麦，ライ麦，大麦及びトウモロコシ（以下，適宜「四種穀物」と総称する）

を対象として，ユーラシア経済連合（略称 EAEU。加盟国はロシア，アルメニア，ベラル

ーシ，カザフスタン及びキルギスタン）域外への輸出について，輸出関税と輸出数量枠を

組み合わせた新しい制度を 2021 年 2 月 15 日から導入した。この制度は，2021 年 6 月 2
日からは輸出関税の方式が可変輸出関税に移行するなど累次の改正を経つつ，現在まで維
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持されている。制度発足から 2022 年 3 月末までの変遷については昨年度のレポート（長

友，2022）に整理したので，本稿ではそれ以降，2022 年 4 月～2023 年 3 月の間の動きを

記述する(11)。 
 
（ⅰ）2022 年 4 月時点の制度 

ⅰ）制度の枠組み 
2022 年 4 月時点におけるロシアの穀物輸出関税制度は，概略下記①～③の仕組みとな

っていた。2021/22 農業年度の後半，2022 年 2 月 15 日～6 月 30 日の間は輸出関税割当制

度が適用され，輸出数量枠は，小麦 800 万トン，大麦，トウモロコシ及びライ麦計 300 万

トン，四種穀物合計 1,100 万トンに設定された。 
① 対象品目：小麦，ライ麦，大麦及びトウモロコシの 4 品目(12)。 
② 関税及び輸出数量枠：ロシアの農業年度（毎年 7 月 1 日～翌年 6 月 30 日）を前提と

して以下の枠組みを設定。 
a. 年度前半（7 月 1 日～12 月 31 日）：可変輸出関税を適用。輸出数量枠は設けない。 
b. 年度後半（翌年 1 月 1 日～6 月 30 日）：2 月 15 日以降輸出関税割当制度を適用。 
・ 2 月 15 日～6 月 30 日の間，輸出数量枠を導入。 
・ 枠内輸出には可変輸出関税，枠外輸出には「50%，ただし最低 100 ユーロ/トン」

の高率輸出関税を適用。 
③ 可変輸出関税の仕組み 

・ 「基準輸出価格」（固定値）と「指標輸出価格」（実勢輸出価格から算出）との差額

に一定率を掛けた額を関税として徴収する仕組み。指標輸出価格と関税額は，ロシア

連邦農業省が毎週算定・公表。 
・ 穀物の輸出価格が上昇するほど強く輸出を抑制するため，三段階の基準輸出価格を

設定し，指標輸出価格が各段階の基準輸出価格を上回るごとに輸出関税額の算出に用

いられる係数が上昇する仕組みを採用。 
 
ⅱ）穀物の EAEU 諸国向け輸出規制 

ロシアは，四種穀物の輸出関税割当制度（数量枠）の対象となっていなかった EAEU 加

盟国向けの輸出を，第三国への輸出の抜け道となることを防止する観点から，ベラルーシ

向けを除いて 2022 年 3 月 15 日～6 月 30 日の間禁止した。この措置は，同年度の輸出関

税割当制度の適用期間終了とともに，予定どおり 2022 年 6 月 30 日をもって終了した。 
 
（ⅱ）2022 年 7 月の制度改正：輸出関税のルーブル化 
2022 年 6 月 30 日付けロシア連邦政令第 1179 号（公布日は 7 月 1 日）により，ロシア

の穀物輸出関税制度が改正された。改正内容は，これまで US ドル建てだった可変輸出関

税をルーブル建てに変更する，というものである。 
改正の具体的な内容とその評価は下記①及び②のとおりである。この改正は，実質的に
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輸出関税の税額を大幅に引き下げるものであり，穀物の史上最高の豊作が確実となり，ロ

シア国内で供給過剰と価格低下が懸念される中で，対策として穀物輸出を促進するととも

に，輸出関税の転嫁を受ける農業生産者の負担を軽減する意図があったと考えられる。 

 

 
第１図 ルーブル建て穀物可変輸出関税の仕組み 

資料：関係のロシア連邦政令から筆者作成。 

 
① 改正内容（仕組みの詳細については第１図参照） 

・ 第一段階の基準輸出価格を，以下のとおり US ドル（USD）建てからルーブル（R）

建てに変更する（変換レートは 1USD = 75R）。 

※赤字は2022年6月30日政令1179号による改正

IP（指標輸出価格）

ケース3

BP3（第三基準輸出価格）←ルーブル換算は毎週のERによる

小麦：400USD/t
大麦・トウモロコシ：375USD/t

ケース2

BP2（第二基準輸出価格）←ルーブル換算は毎週のERによる

小麦：375USD/t
大麦・トウモロコシ：350USD/t

ケース1

BP1（基準輸出価格） ←ルーブル建て（レートは１USD = 75R）

小麦：15,000R/t
大麦・トウモロコシ：13,875R/t

ケース0

【輸出関税額の計算方法】小麦の例

※2022年6月30日政令1179号による改正

　①輸出関税のルーブル化のためER（USD・ルーブル（R）交換レート）を導入。

　　　ER = 毎週行う関税額算出の前5労働日のロシア中銀レートの平均値。

　②BP1をドル建てからルーブル建て（小麦15,000R）に変更

ケース3 400USD≦IP 輸出関税額＝③＋②'＋①'
③＝ （IP-BP3）×ER×0.9 ※BP3＝400USD
②'＝ （BP3-BP2）×ER×0.8
①'＝ （BP2×ER-BP1)×0.7

ケース2 375USD≦IP<400USD 輸出関税額＝②＋①'
②＝ （IP-BP2）×ER×0.8 ※BP2＝375USD
①'＝ （BP2×ER-BP1)×0.7

ケース1 15,000R<IP<375USD 輸出関税額＝①

①＝ （IP×ER-BP1）×0.7 ※BP1=15,000R

ケース0 IP≦15,000R 輸出関税額＝0
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小麦：200USD → 15,000R，大麦・トウモロコシ：185USD → 13,875R 
※ 第二，第三段階の基準輸出価格は US ドル建てのまま金額も変更なし。 

・ 可変輸出関税の算出に使用される US ドル・ルーブル交換レートは実勢ベース（毎

週の税額算出前 5 労働日のロシア中央銀行レートの平均値）。 
・ 新方式による穀物の輸出関税額の算出・公表は政令公布の日（2022年 7月 1日（金））

から行い，従来どおり公表後 3 労働日目の 7 月 6 日（水）から 12 日（火）まで適用。

以後同様に毎週公表・適用を繰り返す（関税額の推移については第２図参照。なお，

同図右端の 2023 年 3 月 22 日～28 日に適用される輸出関税額（単位：ルーブル/トン）

は，小麦：5,327.9，大麦：3,298.2，トウモロコシ：2,646.9 である（第２図では US
ドル/トンに換算しており，小麦：69.5，大麦：43.0，トウモロコシ：34.5））。 

 

 

第２図 ロシア穀物可変輸出関税額の推移（2022 年 1 月 1 日～2023 年 3 月 28日） 

資料：ロシア連邦農業省ウェブサイトから筆者作成。 
注．制度上，2022 年 1 月 1 日～7 月 5 日の関税額は US ドル建て，2022 年 7 月 6 日以降の関税額はルーブル建てだ
が，本図では後者を US ドル建てに換算し前者と結合した。ルーブル→US ドル換算は，週ごとに決定される輸出関

税額の適用期間におけるロシア連邦中央銀行の平均レート（日別レートから筆者計算）にて行った。 

 
② 改正内容の評価 

・ 第一段階の基準輸出価格がルーブル安のレート（1USD = 75R）で US ドルからル

ーブルに変換されているため，為替相場がこれよりルーブル高の場合には，第一段階

のルーブル換算された基準輸出価格が実勢より高額になる一方で，指標輸出価格は実

勢ベースのレートでルーブル換算される結果，両者の差が実勢より縮小されるので，

改正前と比べて輸出関税額は実質的な引下げになる(13)。第２図では，2022 年 7 月 6
日以降のルーブル税額を実勢レートで US ドルに換算し，7 月 5 日以前の US ドル税

額と結合しているが，当該改正時に税額が大きく減少していることがわかる。 
 
（ⅲ）2022/23 年度後半の輸出数量枠の設定 
2022 年 12 月 29 日付けロシア連邦政令第 2524 号により，2022/23 年度についても原則

どおり年度後半の 2023 年 2 月 15 日～6 月 30 日の間，穀物の輸出数量枠を適用すること

が決定された。輸出数量枠は，前年度のように小麦とそれ以外の三種の穀物を区別せず，
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小麦，ライ麦，大麦及びトウモロコシの四種穀物一本で計 2,550 万トンとされた。これは

対象期間の四種穀物の EAEU 域外へ輸出実績の約 2 倍の大きさである(14)。なお，輸出数

量枠の輸出業者への配分は，前年の輸出実績に応じて行われるのが原則のところ，極東連

邦管区の輸出業者に対しては当該実績以上に枠を配分する措置が講じられている(15)。現時

点までに定められた政令の規定に基づき，2023 年 2 月 15 日～2024 年 2 月 14 日までの 1
年間に適用されるロシアの穀物輸出関税制度の大枠を整理すると第３図のようになる。 

時期 2023.2.15～6.30 7.1～2024.2.14 

制度 輸出関税割当制度 可変輸出関税制度（枠なし） 

税
率(

額) 

数量枠 四穀物計 2,550 万トン   
枠内 3 段階のルーブル建て可変輸出関税 
枠外 50％（最低 100 ユーロ/トン）   

第３図 ロシアの穀物輸出関税制度（2023 年 2 月 15日～2024 年 2 月 14日） 

資料：2022 年 12 月 29 日付けロシア連邦政令第 2524 号等をもとに筆者作成。 

 
２）穀物ダンパーの枠組みによる農業関連部門への助成 

穀物の輸出関税は輸出業者が支払うが，輸出業者はそれを穀物生産者に転嫁すると想定

されており，これにより生産者が被る減収を補填するため，穀物輸出関税収入を財源とし

て耕種農業の生産者に対する助成を行うこととしている。穀物輸出関税の賦課によって穀

物輸出を抑制し国内価格高騰を防ぐとともに，輸出関税収入を財源として穀物生産の振興

を図る枠組み全体を「穀物ダンパー」（зерновой демпфер）と呼ぶ。農業担当のアブラム

チェンコ副首相は，2023 年 1 月時点で「（制度発足以来の）2 年間で穀物輸出関税による

税収は 2,500 億ルーブルにのぼる」「穀物関税導入時，（政府と）農業関係者との間で，こ

の収入は彼らに戻すとの約束があった」「とはいえ，この資金は耕種部門の農業者だけに，

補填の補助金として行くわけではない。育種改良センター，農産物の近代的保管施設，農

業機械の優遇リースなども必要だ」（（）内は筆者補足）と述べている(16)。 
 
（２）油糧種子，ヒマワリ油等の輸出規制 

ロシアは，ヒマワリ種子等の油糧種子，ヒマワリ油，油かすについて，国内搾油業者の

原料確保や食用油の消費者価格の安定等の目的で，2021 年 1 月以降，輸出関税その他の

輸入規制措置を順次強化，あるいは新規導入してきた。2022 年 3 月末までの制度の変遷

については，穀物の輸出規制と同様，長友（2022）に整理したので，本稿では 2022 年 4
月～2023 年 3 月の間の制度の変遷を記述する。 

 

１）2022 年 4月時点の制度 

油糧種子等について，ロシアが 2022 年 4 月時点に適用していた輸出規制は以下のとお

りである（一部それに近い時期に導入された措置を含む）。ロシアのウクライナ侵攻直後に

農産物価格が高騰したため，この時期には，それ以前からの輸出関税に加えて追加的な輸

出規制措置が講じられた。 
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① 油糧種子の輸出関税(17) 

EAEU 域外への輸出に対し，2021 年 7 月 1 日から続く措置として，ヒマワリ種子 50％
（最低 320 ドル/トン），ナタネ 30％（最低 165 ユーロ/トン），大豆 20％（最低 100 ド

ル/トン）の輸出関税を賦課。適用期間は 2022 年 8 月 31 日までとされた（その後延長）。 
② 油糧種子の追加的輸出規制 

ウクライナ侵攻直後の価格高騰対策として，①の措置に上のせして以下の措置が実施

された。いずれも予定の期限をもって終了している。 
a. ヒマワリ種子及びナタネ：2022 年 4 月 1 日～8 月 31 日の間，一時的に EAEU 域外

輸出を禁止。 
b. 大豆：2022 年 4 月 1 日～8 月 31 日の間，自動車，鉄道，河川，海上交通による輸

出ポイントを極東連邦管区の計 26 地点に限定。 
c. 亜麻の種子：2022 年 5 月 1 日～8 月 31 日の間 EAEU 域外への輸出に 20％（最低

100 ドル/トン）の輸出関税を賦課。 
③ ヒマワリ油の可変輸出関税 

ヒマワリ油(18)の EAEU 域外への輸出について，四種穀物に適用されるものと類似し

た可変輸出関税が 2021 年 9 月 1 日から導入され，輸出関税額は月ごとに決定・適用さ

れてきた。適用期間は当初 2022 年 8 月 31 日までとされた（その後延長）。 
④ ヒマワリ油の追加的輸出規制 

ウクライナ侵攻直後の価格高騰対策として，③の可変輸出関税に加えて，2022 年 4 月

15 日～8 月 31 日の間 150 万トンの輸出数量割当（枠外輸出は原則不可）を適用。その

後 2022 年 7 月 16 日付け政令 1282 号によって 40 万トン追加され，計 190 万トンに拡

大。本措置は予定の期限をもって終了。 
⑤ 油かすの輸出規制・輸出関税 

a. ヒマワリ油かす 
・ ウクライナ侵攻直後の価格高騰対策として，2022 年 4 月 15 日～8 月 31 日の間

EAEU 域外への輸出に 70 万トンの輸出数量割当（枠外輸出は原則不可）を適用。そ

の後ヒマワリ油と同じロシア連邦政令 1282 号によって 15 万トン追加され，計 85 万

トンに拡大。本措置は予定の期限をもって終了。 
・ 2022 年 5 月 1 日から月ごとに税額を定める可変輸出関税を導入。適用期間は当初

2022 年 8 月 31 日までとされた（その後延長）(19)。 
b. 大豆油かす 
・ ウクライナ侵攻直後の価格高騰対策として，2022 年 4 月 1 日～8 月 31 日の間，輸

出ポイントを大豆と同じ極東 26 地点に加えカリーニングラードの計 27 地点に限定。

本措置は予定の期限をもって終了。 
 
２）本稿執筆時点（2023 年 3 月）の制度 

上記１）の諸措置は，ロシアの油糧種子の作物年度が終わる 2022 年 8 月 31 日が終了期
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限とされていたが，9 月以降，本稿執筆時点においても，措置の内容の見直しや追加を経

つつ，ほとんどの品目で何らかの輸出規制措置が適用されている。 
① 油糧種子の輸出関税・輸出規制 

a. ヒマワリ種子：税率 50％（最低 320 ドル/トン）の輸出関税の適用期限を当初の 2022
年 8 月 31 日から 2023 年 8 月 31 日まで 1 年間延長（2022 年 6 月 30 日付けロシア連

邦政令第 1179 号）。 
b. ナタネ 
・ 税率 30％（最低 165 ユーロ/トン）の輸出関税の延長がロシア連邦政令第 1179 号

に規定されず，当該税率の適用は 2022 年 8 月 31 日で終了。輸出関税率は同年 9 月 1
日以降本則（2021 年 11 月 27 日付けロシア連邦政令第 2068 号に規定）の 6.5％（最

低 11.4 ユーロ/トン）に戻った。 
・ その直後，2022 年 9 月 9 日～2023 年 2 月 28 日を適用期間とする輸出禁止措置を

導入（2022 年 9 月 8 日付けロシア連邦政令第 1580 号）。この措置は当初の期限でい

ったん切れたが，2023 年 3 月 20 日から 8 月 31 日まで再度適用されている（2023 年

3 月 18 日付けロシア連邦政令第 420 号）。 
c. 大豆：税率 20％（最低 100 ドル/トン）の輸出関税の適用期限が 2022 年 8 月 31 日

にいったん切れたが，直後に，同一の税率で同年 9 月 9 日～2024 年 8 月 31 日の新た

な適用期間が設定された（2022 年 9 月 8 日付けロシア連邦政令 1580 号）。 
② ヒマワリ油の可変輸出関税 

可変輸出関税額が US ドル（USD）建てからルーブル（R）建てに変更された（2022
年 6 月 30 日政令 1179 号）。「輸出関税額＝（指標輸出価格－基準輸出価格）×0.7」
の計算式は同じで，基準輸出価格が 1,000USD/トンから 82,500R に変更された。指標輸

出価格のドルからルーブルへの換算レートは 1USD = 82.5R と実勢よりもルーブル安に

設定されており，穀物輸出関税のルーブル化と同様，実質的な関税引下げになっている。

最初のルーブル建て輸出関税は，2022 年 7 月 2 日に連邦農業省が公表し，7 月 6 日から

適用が開始された（以後毎月税率を更新）。可変輸出関税の適用期間は，上記政令によ

り 2023 年 8 月 31 日まで 1 年間延長されている。 
③ ヒマワリ油かすの可変輸出関税 

2022 年 6 月 30 日政令 1179 号によって，可変輸出関税のルーブル建てへの変更が行

われた。「輸出関税額＝（指標輸出価格－基準輸出価格）×0.7」の計算式は同じで，基

準輸出価格が 185USD/トンから 13,875R に変更された。指標輸出価格のドルからルー

ブルへの換算レートは 1USD = 75R と実勢よりもルーブル安に設定されており，やはり

実質的な関税引下げになっていた(20)。最初のルーブル建て輸出関税の適用開始，可変輸

出関税の適用期間の延長についてはヒマワリ油と同じである（ヒマワリ油と同油かすの

可変輸出関税額については第 12 表参照）。 
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第 12 表 ヒマワリ油・同油かすの可変輸出関税額等の推移（2022 年 4 月以降） 
  ヒマワリ油 ヒマワリ油かす 

  適用月 指標輸出価格 
（USD/トン） 

輸出関税額 
（USD/トン） 

指標輸出価格 
（USD/トン） 

輸出関税額 
（USD/トン） 

2022 年 

4 月 1,447.2  313.0  － － 
5 月 1,531.8  372.2 322.7 96.3 
6 月 1,750.0  525.0 335.0 105.0 

  指標輸出価格 

（USD/トン） 
輸出関税額 

（R/トン） 
指標輸出価格 

（USD/トン） 
輸出関税額 

（R/トン） 
7 月 1,800.2  8,615.9  312.8  1,819.1  
8 月 1,873.3  15,987.1  304.3  2,265.4  
9 月 1,583.0  8,621.3  269.3  1,578.5  

10 月 1,244.4  0.0  177.0  0.0  
11 月 1,319.1  0.0  252.0  1,145.0  
12 月 1,178.1  0.0  231.1  79.8  

2023 年 
1 月 1,207.6  0.0  246.2  1,826.9  
2 月 1,162.5 0.0 247.6 2,200.7 
3 月 1,149.7  2,068.1  251.2  3,357.2  

資料：ロシア連邦農業省ウェブサイト及び関係政令から筆者作成。 
注（1）ヒマワリ油の輸出関税は 2021 年 9 月 1 日から適用開始。輸出関税額は，当初 US ドル建てで，2023

年 7 月 6 日以降ルーブル（R）建てに移行。同年 7 月 1 日から 5 日の間は 560.1USD/トンの関税額が適

用されたものと思われる。 
注（2）ヒマワリ油かすの輸出関税は 2022 年 5 月 1 日から適用開始。輸出関税額は，当初 US ドル建てで，

2023 年 7 月 6 日以降ルーブル建てに移行。同年 7 月 1 日から 5 日の間は 89.4USD/トンの関税額が適用

されたものと思われる。 

 
（３）輸出規制と国内価格動向 
2022 年後半に入って，ロシアは農産物の輸出規制措置を維持しつつも，できるだけ輸出

を妨げないように措置の実質的な緩和を図っているように見える。穀物やヒマワリ油等の

輸出関税については，2022 年 7 月からのルーブル化に伴って関税額の実質的な引下げが

行われており，2023 年 2 月 15 日から適用される穀物の輸出関税割当枠は，近年の輸出実

績の約 2 倍の水準に設定されている。その背景には，2022 年に穀物等が史上最高の豊作

となったことを背景として，同年後半以降国内の生産者価格が低下していることがある。 
第４図に 2020 年 1 月から 2022 年 11 月の間におけるロシアの小麦，大麦及びトウモロ

コシの生産者価格の推移を示した。いずれの価格も 2022/23 年度が始まる 2022 年 7 月の

少し前をピークとして，それ以後は年末に向けて急激に下降している。2022 年産の豊作が

明らかになり需給が緩和した結果である。2022 年 12 月の価格は，小麦 10,754 ルーブル/
トン，大麦 10,555 ルーブル/トン，トウモロコシ 10,132 ルーブル/トンとなっている。そ

の後，小麦やトウモロコシの価格が下げ止まりから上昇に転じているものの，価格の水準

は，依然ロシアがコロナ禍に見舞われる前の 2020 年初めの水準に近い。経済制裁の影響

下，輸入資機材の価格上昇等から，ロシア農業の生産コストは上昇しており，その中で豊

作を背景に生産物の価格低下が進めば農業生産者の収益性は悪化する。かくして，穀物等

の輸出を促進して国内の供給過剰を軽減し，生産者価格の過度の低下を防止することが求

められており，輸出規制措置の実質上の緩和が不可避となっていると考えられる。 
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第４図 ロシアの穀物生産者価格の推移 

資料：EMISS から筆者作成。 

（４）無機肥料の輸出規制 
ロシアは，窒素肥料で輸出量世界第 1 位，リン酸肥料で同第 3 位，カリ肥料で同 2 位を

占める世界有数の無機肥料輸出国であるが(21)，国内の無機肥料価格の上昇を抑制し，2022
年春の播種期に向けて国内農業生産者へ供給確保を図るため，2021 年 12 月 1 日から無機

肥料の輸出に対する数量制限措置を導入した。2022 年 3 月までの動向は長友（2022）に

記述したので，本稿では 2022 年 4 月～2023 年 3 月の動向を記述する。 
 
１）2022 年 4月時点の制度 

2022 年 4 月時点においては，前年 12 月 1 日から開始された輸出数量制限（輸出枠内に

限って輸出を認める仕組み）が引き続き適用中だった。対象品目は，①窒素肥料，②窒素，

リン，カリウムのうち二つ又は三つの栄養成分を含む配合肥料のうちの特定品目であり

(22)，当初の予定どおり 2022 年 5 月 31 日をもって適用を終了した。輸出枠は，当初，①

窒素肥料：590 万トン，②配合肥料：535 万トンとされていたが，その後順次拡大され，

最終的には，①窒素肥料：約 690 万トン，②配合肥料：約 630 万トンとなっている。この

数量は，直前 3 年間の輸出実績を上回るものだった。なお，硝酸アンモニウム(23)について

は，春の播種作業における需要が高いとの理由で，2022 年 2 月 2 日～5 月 1 日（当初の期

限の 4 月 1 日を延長）の間，輸出禁止措置が講じられた。 
 
２）2022 年 7月～12月の輸出数量制限 

無機肥料の輸出制限は，2022 年 5 月末にいったん終了したが，今度は秋まき作物の播

種に向けて肥料の確保が必要という観点で，2022 年 5 月 30 日付けロシア連邦政令第 990
号により，2022 年 7 月 1 日～12 月 31 日の間，再び輸出数量制限が導入された。窒素肥

料，配合肥料とも前回より具体的な対象品目を絞り込んだ上で(24)，①窒素肥料：約 830 万

トン，②配合肥料：約 595 万トンの輸出数量枠が設定された。いずれも直前 3 年間の輸出

実績を上回るものだった。その後，①窒素肥料については，2022 年 11 月 26 日付けロシ

ア連邦政令第 2148 号により 75 万トンの追加枠が設定されている。 
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３）2023年における輸出関税の導入 

2022 年 11 月 30 日付けロシア連邦政令第 2188 号により，無機肥料全体（HS3102～
HS3105）を対象として 2023 年 1 月 1 日から 12 月 31 日までの間輸出関税が賦課される

こととなった。トン当たりの税額は「通関価格－450 ドル」×23.5％である。実際の課税

は輸出価格次第なので，無機肥料の輸出価格と輸出関税賦課の動向を注視する必要がある。 
 

４）2023年 1月～5 月の輸出数量制限 

2022 年 12 月 20 日付けロシア連邦政令第 2353 号により，上記２）の規制に引き続き，

2023 年 1 月 1 日～5 月 31 日の間，輸出数量枠を適用することが決定された。概要は下に

列挙するとおりである。これまでの規制同様全体としては実績を上回る枠となっている。 
・ 総枠は，当初設定された枠は約 1,184 万トンで，対象品目の平均輸出実績（2019～21

年 1～5 月：841 万トン）と比べて大きい。さらに，2023 年 1 月 26 日付けロシア連邦

政令第 91 号により 1 月 27 日から計 44.7 万トンの枠が追加されている。 
・ 数量枠は内訳の品目別に設定。対象品目は前年より若干減少(25)。 
・ 硝酸アンモニウムについては，当初，規制を輸出禁止でなく輸出数量枠にとどめつつ

も，枠（合計約 105 万トン）は平均輸出実績（期間同前 129 万トン）より小さく，かつ，

1～3 月 22.5 万トン，4～5 月 82.9 万トンと時期を分けて前半の数量を絞り込んでいた。

しかし，上記の政令第 91 号により追加された枠のうち 37.5 万トンは硝酸アンモニウム

だったので，結局，時期による制約はあるが，輸出数量枠が実績を上回っている。 
 

５）2022年の無機肥料輸出状況 

詳細な通関統計の公表が停止されているため，無機肥料についても正確な輸出実態はわ

からないが，サポジニコフ（2022）は，「2022 年のロシアの無機肥料輸出は，量では対前

年 10％減だが，国際価格の水準が良いため，金額的には前年と同程度となる見通し」との

イワノフ連邦産業貿易省次官の発言を報じており，後に公表された通関統計の概要（ロシ

ア連邦税関庁ウェブサイト通関統計ページ）によれば，HS31 類の肥料全体の輸出金額（ほ

とんどは無機肥料であろう）は，2021 年 125 億ドル，2022 年 193 億ドルと増加した。 
 

（５）食品輸入禁止措置の延長 

ロシアは，2014 年のウクライナ危機に際して欧米諸国から講じられた経済制裁への対

抗措置として，同年から食品輸入禁止措置を発動し，その後対象品目や対象国を増やしな

がらこの措置を継続してきた。前回の延長では，この措置の適用期限は 2022 年 12 月 31
日までとされていたが，2022 年 10 月 17 日付け政令第 1843 号で措置がさらに 1 年間延

長され，2023 年 12 月 31 日まで適用することが決定された。対象国や対象品目に変更は

ない単純延長である。 
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５．ロシアのウクライナ侵攻と世界食料需給への影響 
 

最後に，ロシアのウクライナ侵攻について，農業・食料に関係する事項を中心として手

短に経緯を整理するとともに，世界食料需給への影響について考えてみたい。 
 
（１）今回のウクライナ侵攻の経緯 

今回のロシアのウクライナ侵攻の発端は 2014 年のウクライナ危機に遡る。2014 年 2 月

のマイダン革命によりウクライナの親露派政権が崩壊すると，黒海の要衝でロシアの海軍

基地が置かれるウクライナ領のクリミアへのアクセスを失うことを恐れたロシアは，同年

3 月にこれを一方的に併合した。4 月にはウクライナ東部のロシア系住民が多いドンバス

地域（ドネツィク州，ルハンシク州）の一部で親露派政権が独立を宣言し，ウクライナと

の間で戦闘が起きた。その後，ドイツ・フランスの仲介の下でウクライナとロシアも参加

して停戦合意が成立したが，合意の履行は難しく，当該地域をめぐるロシア・ウクライナ

の対立は継続した。 
2022 年 2 月 24 日，前年からウクライナ国境に軍隊を集結させていたロシアがウクライ

ナに対する「特別軍事作戦」を開始した。ロシアは，当初短期間でウクライナの政権を倒

し，全土を支配下に置くことができると考えていたとされる。ロシア軍は北，南，東の各

方面から一斉にウクライナに侵攻し，一時は首都キーウに迫ったが，ウクライナのゼレン

スキー大統領は首都に踏みとどまり，ロシア軍はウクライナ側の頑強な抵抗を受けて戦線

の再構築を余儀なくされた。 
その後，ロシアは，ウクライナのドネツィク，ルハンシク，ザポリージャ及びヘルソン

４州のロシア支配地域を，2014 年のクリミアに加えて新たにロシア連邦に編入すること

を宣言し，2022 年 10 月には国内手続を完了した。しかし，ウクライナはその間も西側諸

国からの支援を受けながら抗戦を続け，9 月には攻勢に転じて北東部のハルキウ州を奪還

したほか，11 月には南部のヘルソン州で州都ヘルソン市を含むドニプロ川西岸地域を奪還

した。その後は，戦局全体には大きな進展がないまま，両軍の局地的な戦闘や，ロシア側

のミサイルによる散発的な都市攻撃などが継続している状況である。 
 
（２）世界食料需給への影響と対応 

ロシアとウクライナは，世界の農産物市場において，小麦，トウモロコシ等の穀物，ヒ

マワリ種子やヒマワリ油等の主要供給国であり，ロシアがウクライナに対する侵攻を開始

すると，これら商品の供給への懸念から商品市況が高騰し，FAO 食料価格指数は 2022 年

3 月に史上最高を記録した（第５図参照。同月の値は，食品平均 159.7，穀物 170.1，植物

油 251.8）。穀物等の商品価格は，コロナ禍で冷え込んでいた経済活動と農産物需要が急激

に回復してきたところに主要産地の天候不良も加って，2021 年には既に過去のピークで

ある 2008 年や 2011 年に並ぶ高水準となっていた。その上 2022 年 2 月にロシアのウクラ

イナ侵攻が起きたため，同年 3 月に FAO 食料価格指数が過去最高に跳ね上がったのであ

る。 
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第５図 FAO 食料価格指数（2005年 1月～2023 年 2 月） 

資料：FAO, Food Price Index より筆者作成。 

高騰した食料価格はその後一応の落ち着きを取り戻した。2023 年 2 月時点の FAO 食料

価格指数は食料平均 129.8，穀物 147.3，植物油 135.9 となり，歴史的には依然高水準とは

いえウクライナ侵攻以前の水準に戻っている。これは，その後事態が推移する中で，世界

の食料需給に当初懸念されたような困難が生じなかったことによるものである。ここに大

きく寄与した出来事の一つが 2022 年 7 月にまとまった，封鎖されていたウクライナの黒

海沿岸港湾からの穀物輸出の再開を実現した合意であり，もう一つは 2022 年のロシア産

穀物が史上最高の豊作となったことである。ロシアの豊作については既に述べたので，以

下ウクライナの穀物輸出再開合意について説明する。 
ウクライナの黒海沿岸港湾からの穀物輸出の再開に当たっては，2022 年 7 月 22 日に二

つの文書に署名が行われた。 
第一の合意は「ウクライナの港湾からの穀物及び食品の安全な輸送に関するイニシアテ

ィブ」で，ロシア，ウクライナ，トルコ，国連の代表が署名した。内容は，イスタンブー

ルに共同調整センターを設け，その監視の下にウクライナのオデーサ等 3 港湾からの穀物

等の輸出を行うというものである。120 日間の有効期間が設定されており，署名した各国

や国連から異論がなければ，同じ日数だけ自動延長する仕組みとなっている（合意文書は

UN, Black Sea Grain Initiative, Joint Coordination Centre, Full text of the Initiative）。 
第二の合意は「ロシア産の食品及び肥料の世界市場への展開についての協力に係るロシ

ア連邦と国連事務局の間の相互理解に関するメモランダム」で，ロシアと国連の代表が署

名した。その内容は，開発途上国の食料安全保障，とりわけ食料や肥料へのアクセスの確

保に配慮して，①ロシア側は，食料と肥料の商業的な供給を継続すること，ウクライナの

黒海沿岸港湾からの食品の障害なき輸出を促進すること，②国連側は，ロシア産の食品と

肥料の世界市場への障害なき供給の促進，特に金融，保険，物流に係る障害の除去に努め

ること，関係当局や民間セクターと協力して，食料と肥料をロシアに対する措置の例外と

するよう努めること等である（合意文書は Ministry of Foreign Affairs of the Russian 
Federation, 2022）。ロシアは，穀物や肥料の輸出そのものは西側諸国による経済制裁の直

接の対象となっていないものの，黒海海域に入域する貨物船の確保，貨物の保険契約締結，
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代金の決済等に支障が出ており，以前からこれを「隠れた制裁」だとしてその除去を求め

ており，第二の合意は国連もこれに助力する旨を記した文書と理解できる。 
第一の合意に基づき，2022 年 8 月 1 日よりオデーサ等 3 港湾からの穀物輸出が再開さ

れた。同日から 2023 年 3 月 18 日までの累計出荷量（ウクライナから出航し共同調整セン

ターの検査を了した貨物の数値）は，全品目計 2,369 万トン，内訳は，穀物 1,917 万トン

（81％），油糧種子 194 万トン（8％），植物油 124 万トン（5％）及び油かす等 134 万ト

ン（6％）に達した。穀物の内訳はトウモロコシ 1,153 万トン，小麦 659 万トン，大麦 100
万トン等である（UN, Black Sea Grain Initiative, Joint Coordination Centre）。 

これに対しロシアは「第一の合意と第二の合意は一つのパッケージであるが，第一の合

意に基づくウクライナの輸出が進む一方で，第二の合意にもかかわらずロシアの輸出は進

んでいない」旨を様々な機会・レベルで主張しており，第一の合意の有効期間の終わりが

近づくと延長に抵抗するような動きを繰り返している。 
第一の合意の最初の有効期間は 2022 年 7 月 22 日～11 月 18 日だったが，ロシアは，ク

リミアのセヴァストポリ港でロシア艦船が攻撃を受けたことを理由として，10 月 29 日に

第一の合意への参加の停止を表明した。その際は，トルコの仲介もあって 11 月 2 日にロ

シアが合意に復帰し，その後は異論を述べなかったので，第一の合意は延長された。次の

有効期間は 2022 年 11 月 19 日～23 年 3 月 18 日の 120 日間だったが，期限切れ間近の延

長交渉において，ロシアは，再延長を認めつつも延長期間を 60 日間とし，これが 5 月 18
日に期限切れとなる前に，第二の合意に基づくロシア側の要求（ロシア農業銀行の SWIFT
（国際銀行間通信協会）への再接続，農業機械・部品・サービスの供給再開等の 5 項目）

が実現されなければ，ロシアはそれ以降第一の合意への参加を停止する旨通告した

（Ministry of Foreign Affairs of the Russian Federation, 2023）。 
ロシアが 2022 年 11 月の最初の延長の時点で第一の合意の延長に異議を唱えなかった

理由は推測するほかないが，客観的な状況を見ると，ロシアの 2022 年産穀物は史上最高

の豊作であり，大量の輸出を行わなければ国内に在庫が滞留し，国内価格は低落し，農業

生産者の経営に大きな影響を及ぼすことになる。この点については，既述のとおり，

2022/23 年度のロシアの穀物輸出は，7～9 月までは停滞したが，その後活発化し，12 月ま

での年度前半では前年度同期を上回り，その後も前年度同期を上回るペースの輸出が続い

ている模様である。また，無機肥料についても，国内の肥料メーカーとの関係で輸出の維

持が不可欠のところ，2022 年の輸出は，量では減少した模様だが金額は前年を上回ってい

る。こうした状況ゆえ，第一の合意の最初の延長の時点においては，これに反対し，ロシ

アの穀物・肥料輸出に関する第二の合意も一緒に壊してしまうという判断にはならず，引

き続き第二の合意をテコに事態の改善を目指すことになったのではなかろうか。しかし，

その後もロシア側の主張（穀物・肥料輸出に関連する隠れた制裁の除去・緩和）に係る具

体的な措置が実現しなかったため，ロシア側は二回目の期間延長に当たって期間を 60 日

間に縮め，それまでにロシア側の要求を実現するよう求めてきたと考えられる。この期間

が過ぎる 2023 年 5 月 18 日に向けた交渉が注目される。 
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６．おわりに 
 

ロシアのウクライナ侵攻をめぐっては，直後の国際商品市況の高騰はあったものの，こ

れまでのところは世界の食料需給構造全体に大きな影響を及ぼすような事態は起きていな

い。そこで重要なのは，この戦争により当事国だけでなく，食料供給を両国に依存する途

上国にまで飢餓などの問題を拡散することは避けなければならないとの立場から，国連な

どが精力的に仲介に当たった結果，ウクライナからの穀物等の供給が，減少したとはいえ

維持されていることである。とはいえ，これはかりそめの均衡である。ロシアとしても，

史上最高の豊作で，少しでも多くの穀物を輸出したい状況にある以上，ウクライナの穀物

輸出に干渉せず，粛々と自らの穀物輸出を続けることが得策なのではないかと筆者は一応

考えるが，戦争が長期化し，いまだ終わりを見通せない中，経済制裁の影響もあり，今後

ロシアがどのような行動に出て，世界の食料需給にどのような影響を及ぼすか，予見する

ことは難しい。これまでの 20 年間，ロシアとウクライナはともに穀物生産を拡大し，競い

合うように世界に輸出していった。筆者はその後半の 10 年あまり，ロシアを中心にその

動きを追いかけてきた。ロシアとウクライナが農業大国としてともに発展していける平和

な時代が再び訪れることを願ってやまない。 

注(1) 以下，2022 年の耕種作物の作柄についてはマクシモヴァ（2022），ガネンコ（2023）を参照した。 
(2) ロシアの統計値には，2014 年以降はロシアが併合したウクライナ領のクリミアの値が含まれている。本稿でロシ

ア連邦全体の数値を示す際には，特に示す場合を除き，2013 年以前はクリミアの値を含まず，2014 年以降はクリ

ミアの値を含む数値を掲載している。なお，ロシアは，2022 年にはクリミアに加えてさらに，ウクライナの領土で

あるドネツィク，ルハンシク，ザポリージャ，ヘルソンの４州のロシア支配地域を一方的に併合したが，これら地域

については，依然戦闘が続いており，当然ながらロシアの統計の 2022 年値には反映されていない。 
(3) マクシモヴァ（2022）やガネンコ（2023）で紹介されている農業企業経営者の見解による。筆者がかつて現地農

業企業を訪問した際の見聞とも一致する。 
(4) 以下，2022 年の畜産物生産については，ベーラヤ（2022）を参照した。 
(5) 先に２．（２）で言及した 2022 年の農水産物貿易額の数値は，ロシア連邦税関庁ウェブサイト通関統計ページに

2023 年 3 月に掲載されたものであり，HS1～24 類の輸出入の総額は示されたが，内訳は示されていない。 
(6) ガネンコ（2023）を中心に，その他個別に引用する記事を参照した。 
(7) USDA のロシアの穀物輸出量の数値は，ロシア連邦税関庁の数値と比べて，対象にソバを含まないことなど品目

によっては明示的な違いがあるが，小麦等明示的な違いがない品目についてもデータの時期の違い等によるものか

若干の差異がある。ただし，第８表と第９表に見られるように，その違いは大きくない。 
(8) ガネンコ（2023）は，「ロシアの穀物輸出は制裁と予見不可能性－船会社，保険会社，銀行等の外国企業がこれに

直面－の下で行われ，最初の 3 か月のペースは遅かった。だが我々の輸出業者は新しい状況にうまく適応し，輸出

は加速した」（コルブト・ロシア穀物連盟副会長），「7 月から 9 月までの輸出のテンポは同時期の平均より遅れてい

た。これはロジスティクス上の問題によるものだが，10 月にはこのテンポから抜け出すことができ，同月の穀物総

輸出量は 556 万トン（前年同期 414 万トン）に達した。11 月には 574 万トン（同 362 万トン），うち小麦 4.8 百万

トンと前例のない量を輸出した」（パヴェンスキー・ルスアグロトランス社戦略マーケティング部長），「今年度前半

の穀物輸出量は前年度同期を上回る（中略）。7-12 月の穀物輸出量は 24-24.5 百万トン，年度計では 50-53 百万トン

に達する見通しだが，本来最低 60 百万トンの輸出が必要であり，年度末には大量の在庫が残り，価格引下げ要因に

なるだろう」（コルブト）といったロシアの穀物業界専門家の発言を紹介している。 
(9) 「不明国」をイランとすれば，2020/21 年度のロシアの小麦総輸出量に占める中東・北アフリカ地域のシェアは

58％に上昇する。昨年度のカントリーレポート・ロシアの文末脚注 13 参照。 
(10) ショクロヴァ（2023）は，「今年度前半のロシアの穀物輸出先国数は，前年度の 79 から 53 に減少した」とのチ

ューリナ・ロシア穀物連盟分析部長の発言を紹介している。 
(11) 本稿執筆時点におけるロシアの四種穀物の輸出関税の根拠政令は以下のとおり。 

・ 現行制度の枠組み：2021 年 12 月 31 日付けロシア連邦政令第 2596 号 
・ 可変輸出関税のルーブル化：2022 年 6 月 30 日付けロシア連邦政令第 1179 号 
・ 2023 年 2-6 月の輸出数量枠：2022 年 12 月 29 日付けロシア連邦政令 2524 号 

(12) 対象品目は，厳密には小麦・メスリン（HS1001 19 000 0, 1001 99 000 0），ライ麦（HS1002 90 000 0）大麦

（HS1003 90 000 0）及びトウモロコシ（HS1005 90 000 0）である。このうちライ麦については，輸出関税が賦課

されるのは，輸出数量枠が設定された場合の枠外輸出関税（50%，ただし最低 100 ユーロ/トン）のみであり，可変
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輸出関税は常にゼロである。なお，種子用の輸出の場合は，いずれの穀物も輸出関税の対象とならない。 

(13) ルーブルと US ドルの交換レートは，2022 年 7 月以降おおむね 1USD = 60 ルーブル前後で推移してきたが，

同年 12 月以降徐々にルーブル安が進み，2023 年 3 月に入ると 1USD = 75 ルーブルを下回るルーブル安の水準で

推移しているため，基準輸出価格を 1USD = 75 ルーブルでルーブル換算することによる四種穀物の輸出関税引下げ

効果は既に消失している。ただし，ドル建て輸出価格そのものが低下傾向にある小麦・大麦の輸出関税額は比較的

安定している（これが上昇傾向にあるトウモロコシの輸出関税額は上昇している）。 
(14) ロシアの四種穀物の 2 月～6 月の EAEU 域外へ輸出実績は，2018/19 年度～2020/21 年度の 3 年度平均で約

1,250 万トンである（ロシア連邦税関庁「通関統計データベース」より筆者計算）。 
(15) 2022 年 6 月 30 日付けロシア連邦政令第 1179 号においては，2023 年の穀物輸出枠の輸出業者への配分におい

て，原則は基準期間（＝前々年 12 月 1 日～前年 11 月 30 日の 1 年間）の実績比例であるところ，極東連邦管区の

業者については，基準期間の極東の輸出実績を 3.13 倍に割り増しして枠を算出する旨が規定されている。ショクロ

ヴァ（2022a）は，極東に 50 万トンの輸出枠が与えられる旨のパトルシェフ農相の発言を紹介しており，本件特例

によって極東連邦管区の業者に与えられる輸出枠の総量としてその程度が想定されているのかもしれない。 
(16) リア・ノーヴォスチ（2023）のアブラムチェンコ副首相インタビューの概要記事による。 
(17) 油糧種子に係る輸出関税の対象品目は，ナタネ種子 HS1205 10 900 0），ヒマワリ種子 HS1206 00 990 0，大豆

HS1201 90 000 0。いずれも，各品目のうちの「その他のもの」＝「種子用以外のもの」である。 
(18) ヒマワリ油に係る輸出関税の対象品目の詳細は以下のとおり。HS1512 11 910 1（ヒマワリ油，原料用，食品製

造用で容量 10kg 以下の一次容器入りのもの），HS1512 11 910 9（同 10kg を超える容量の一次容器入りのもの），

HS1512 19 900 2（ヒマワリ油及びその分別物，原料用以外，容量 10kg 以下の一次容器入りのもの），HS1512 19 
900 9（同 10kg を超える容量の一次容器入りのもの）。 

(19) ヒマワリ油かすの輸出関税の対象品目は，HS 2306 30 000 0。 
(20) 2022 年 12 月以降のルーブル安の進行によって，ルーブル化に伴う輸出関税引下げ効果が減少・消失している

ことは，ヒマワリ油かすについても四種穀物の輸出関税と同様。 
(21) ロシアの無機肥料輸出量（2017-2019 年平均）は，窒素肥料 692 万トン（世界シェア 15.2％，第 1 位），リン酸

肥料 295 万トン（同 7.0％，第 3 位），カリ肥料 892 万トン（同 11.8％，第 2 位）。（FAOSTAT から筆者計算） 
(22) 具体的な対象品目は，窒素肥料については品目コード 3102 10 100 0, 3102 10 900 0, 3102 30 100 0, 3102 30 

900 0, 3102 50 000 0, 3102 60 000 0 及び 3102 80 000 0，配合肥料については品目コード 3105 20 100 0, 3105 20 
900 0, 3105 30 000 0, 3105 40 000 0, 3105 51 000 0 及び 3105 59 000 0 である（品目コードは HS 準拠のユーラ

シア経済連合対外経済活動品目分類コードによる）。 
(23) 輸出禁止の対象となった硝酸アンモニウムの品目コードは 3102 30 100 0 及び 3102 30 900 0。 
(24) 具体的な対象品目は，窒素肥料については品目コード 3102 10 100 0, 3102 10 900 0, 3102 30 100 0, 3102 30 

900 0 及び 3102 80 000 0，配合肥料については品目コード 3105 20 100 0, 3105 20 900 0, 3105 40 000 0 及び 3105 
59 000 0 である 

(25) 無機肥料の 2023 年の輸出数量制限の対象品目は，窒素肥料については品目コード 3102 10 100 0, 3102 10 900 
0, 3102 30 100 0, 3102 30 900 0 及び 3102 80 000 0，配合肥料については品目コード 3105 20 100 0, 3105 20 900 
0, 3105 40 000 0 及び 3105 59 000 0 である。そのうち 3102 30 100 0 及び 3102 30 900 0 が，より厳しい規制を

受ける硝酸アンモニウムである。 
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-eksport-zerna-v-etom-sezone-mozhet-dostignut-60-mln-tonn/] 
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[環境設定／ユーザー情報ダイアログで個人と組織の情報を入力します。]


概要


文書のアクセシビリティの完全性を損なう可能性がある問題点が検出されました。


		手動チェックが必要: 2

		手動チェックに合格: 0

		手動チェックに不合格: 0

		スキップ: 1

		合格: 27

		不合格: 2




詳細レポート


		文書



		ルール名		ステータス		説明

		アクセシビリティ権限フラグ		合格		アクセシビリティ権限フラグの設定が必要

		画像のみの PDF		合格		文書が画像のみの PDF ではない

		タグ付き PDF		合格		文書がタグ付き PDF である

		論理的な読み上げ順序		手動チェックが必要		文書構造により論理的な読み上げ順序が決まる

		優先言語		合格		テキスト言語の指定

		タイトル		合格		文書のタイトルがタイトルバーに表示されている

		しおり		不合格		大きい文書にしおりが存在する

		色のコントラスト		手動チェックが必要		文書の色のコントラストが適切である

		ページコンテンツ



		ルール名		ステータス		説明

		タグ付きコンテンツ		合格		すべてのページコンテンツがタグ付けされている

		タグ付き注釈		合格		すべての注釈がタグ付けされている

		タブの順序		合格		タブの順序と構造の順序が一致している

		文字エンコーディング		合格		確実な文字エンコーディングの指定

		タグ付きマルチメディア		合格		すべてのマルチメディアオブジェクトがタグ付けされている

		画面のちらつき		合格		ページで画面のちらつきが発生しない

		スクリプト		合格		アクセシブルではないスクリプトなし

		時間制限のある応答		合格		ページが時間制限のある応答を必要としない

		ナビゲーションリンク		合格		ナビゲーションリンクが繰り返し使用されていない

		フォーム



		ルール名		ステータス		説明

		タグ付きフォームフィールド		合格		すべてのフォームフィールドがタグ付けされている

		フィールドの説明		合格		すべてのフォームフィールドに説明がある

		代替テキスト



		ルール名		ステータス		説明

		図の代替テキスト		合格		図に代替テキストが必要

		ネストされた代替テキスト		合格		読み上げられない代替テキスト

		コンテンツに関連付けられている		合格		代替テキストはいくつかのコンテンツに関連付けられている必要がある

		注釈を隠している		合格		代替テキストが注釈を隠していない

		その他の要素の代替テキスト		合格		代替テキストが必要なその他の要素

		テーブル



		ルール名		ステータス		説明

		行		合格		TR が Table、THead、TBody または TFoot の子である必要がある

		TH と TD		合格		TH と TD が TR の子である必要がある

		ヘッダー		合格		テーブルにヘッダーが必要

		規則性		不合格		テーブル内の各行の列数と各列の行数が同じである必要がある

		概要		スキップ		テーブルに概要が必要

		箇条書き



		ルール名		ステータス		説明

		箇条書き項目		合格		LI は L の子である必要がある

		Lbl と LBody		合格		Lbl と LBody は LI の子である必要がある

		見出し



		ルール名		ステータス		説明

		適切なネスト		合格		適切なネスト
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